
北海道メジャーグループ
プロジェクト2021
全体ミーティング



メジャーグループについて

• 1992年リオで行われた地球サミットの成果文章の１つ「アジェ
ンダ21」で「セクションⅢ：主たるグループの役割の強化」と
して位置づけられたすべての社会集団のこと

• 国連の動きにすべての市民が参加できるようにするために提唱
された

・女性
・子どもと若者（ユース）
・先住民
・NGO
・地方自治体
・労働者・労働組合
・ビジネスと産業（企業）
・科学技術コミュニティ（科学者）
・農民

その他の利害関係者
・地域コミュニティ
・ボランティアと財団
・移民と家族
・お年寄りと障がい
・その他

メジャーグループの考え方を使って
持続可能な北海道を実現するプロジェクト



①女性 ：担当団体 札幌市男女共同参画センター
②子ども・若者（ユース） ：担当団体 北海道地方ESD活動支援センター
③ビジネス・産業（企業） ：担当団体 中小企業家同友会産学官連携研究会「HoPE」
④障がい者 ：担当団体 DPI北海道ブロック会議
⑤地域コミュニティ ：担当団体 NPO法人北海道エコビレッジ推進プロジェクト
⑥農業従事者 ：担当団体 メノビレッジ長沼
⑦NGO ：担当団体 北海道NGOネットワーク協議会
⑧科学技術コミュニティ（科学者）：担当団体 北海道大学大学院環境科学院環境起学専攻

実践環境科学コース
⑨協働組合 ：担当団体 ワーカーズコープ・センター事業団北海道事業本部
⑩先住民族

主催：チーム「北海道メジャーグループ プロジェクト2021」

主幹団体：NPO法人さっぽろ自由学校「遊」
北海道地方ESD活動支援センター



今年の流れ

シナリオプランニングとは？
どうやって未来を考えたらいいだろうか？

2022年３月13日
全体ミーティング

問いの答えと
各グループミーティングで
話したことを共有

2021年９月12日
キックオフミーティング

各グループの
グループミーティング

国連75周年の問い
・私たちはどのような未来をつくりたいのか。
・それを実現できる目途は立っているか。
・そのギャップを埋めるためには、どのような行動が必要か。

各グループに分かれて、問いについて
グループミーティングを行いました



キックオフミーティングについて

昨年のプロジェクトを終えての課題：

「どんな未来を迎えたい？」が語りにくい…

→シナリオプランニングを勉強して未来の描き方を知ろう！（今年）

シナリオプランニングとは
・未来に影響するであろう要因をある程度ピックアップしたうえで、ど
のような未来が起きうるかということについて、複数の未来を想定しな
がら考えていくやり方

例）今の自分が50点だとしたら、100点の10年後ってどんな未来？0点の
未来は？
→どんなことが起きればどうなるだろうか？
を段階的に考えるワークをしました



今日は…

持続可能な社会づくりにおいて「誰一人取り残さない」ことを

目指し、様々なセクターごとに対話することによって、

北海道の未来像を探る成果を社会に発信していく



今日の参加者

・メジャーグループプロジェクトに参加したことのある人/ない人

・様々な所属の人/肩書のない人

・複雑な思いのある人

・障害のある人/ない人

→言語障害のある人/ない人



UDトーク
音声認識アプリ
音声で話されたことを聞き取り、
同時に文字で表示するものです。

いろんな人が参加している（参加しうる）
ということを頭の片隅に置いて参加して
みてください



タイムテーブル
13:30～開会挨拶
13:40～グループミーティング報告（各7分）

発表グループ：企業、協同組合、NPO・NGO、地域コミュニティ、研究者
14:15～質疑応答
14:25～グループミーティング報告２

発表グループ：農業、先住民族、ユース、女性、障がい者
15:00～質疑応答
15:10～休憩
15:20～参加者交流
15:50～全体共有
16:05～閉会挨拶、連絡
16:15 閉会

途中入退出、耳だけ参加、可能です。



• 出欠確認のため、どなたかわかるようなお名前に変更してください

• グランドルール

・否定しない、評価しない

• マイクはミュート、カメラはオン

• 記録用にレコーディングしています。また、最後に写真を撮ります。

• 質問や感想はチャットボックスにどんどんお寄せください。

• 最後にアンケートにご協力お願いします。

• 後日サイトで、グラレコの公開をします（追ってご案内します）

諸注意


